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要 旨

プラスチック被覆鋼板の家庭用冷蔵庫外装としての適応性を知るために,アクリル塗装鋼板を対照試料とし

て,その物性について比較検討した｡その結果,市販の各種プラスチック被覆鋼板は,その製造法および被覆

層の構成によって著しく性能を異にするが,それらの長所短所を熟知して選定すれば,外装材として意匠的に

も性能的にも満足し得る品種を選定することが可能であるという結論を得た｡

蓑1 供 試 試 料

l.緒 言

外箱および扉(とびら)などのような家庭用冷蔵庫の外装には,か

ん加工後に塗装を施した鋼板が長い間用いられてきており,今なお

主流をなしている｡しかしながら塗装仕上げによって自由な色柄を

だすことは困難であり,最近の家具調を基調とする顧客のしこう動

向を満足させるためには塗∃副手代わる新しい外装材の導入を図る必

要が生じてきた｡

これに対して塩化ビニル被覆鋼板で代表される各種のプラスチッ

ク被覆鋼板ほ,

(1)種々の模様の印刷ができるので色調や柄が豊富である｡

(2)表面にエンボスをつけることができるので深みのある柔ら

かな感触が得られる｡

(3)たわみ性のあるプラスチックフィルムを被覆材として用い

れば絞りや曲げなどの後加工が可能である｡

などの大きな特長を有するので,これらを冷蔵庫の外装に活用する

ことができれば,製品の意匠に従来の塗装鋼板では得られなかった

変化を持たせることが可能になる｡

しかしながら現在市販されているプラスチック被覆鋼板にほ,そ

の製造法,積層構造あるいはフイルム材質の相違などiこよって多種

多様のものがあり,ただ単に外観のみにとらわれて品種の選定を行

なうと,性能面で思わぬ失敗を招くおそれもある｡

そこで筆者らはプラスチック被覆鋼板の電気冷蔵庫外装材として

の適性を明らかにするため,市販プラスチック被覆鋼板の中から製

造法,箭層構造およびフイルム材質などの異なる7品種を取りあ

げ,それらの枚械的性質,耐熱性,耐腐食性および耐汚損性などに

ついて現用の塗装鋼板との性能比較を試みた｡

2･供 試 試 料

現在市販されているプラスチック被覆鋼板を製造方法別に分類す

ると(1),

(1)プラスチゾル塗装法

(2)プラスチックシートロール圧着法

(3)プラスチックシート平板プレス法

(4)印刷塗装法

などがある｡

上記の製造方法のうちプラスチゾル塗装法は柄ものが造れず,ま

たプラスチックシート平板プレス法は量産性に劣るという欠点を持

つので,供試試料としてはプラスチックシートロール圧着法および

印刷塗装法の中から選ぶことにした｡

蓑lは供試試料の内訳である｡
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プラスチック被覆鋼板の供試試料としては大別して表面に印刷層

が露出しているもの3種類,露出していないもの4種類の計7種類

を取りあげた｡比較試料の塗装鋼板としてほ,ここ数年来冷蔵庫に

使用されているアクリル塗装鋼板を選んだ｡ホウロウ鋼板を供試試

料の中に加えたのほ冷蔵庫の外装部品とみなせるトップテーブルと

して,一部の冷蔵庫メーカーがこの材料を使用したことがあるから

である｡

3.試験項目と試験方法

3.1試 験 項 目

冷蔵庫の外箱,扉およびトップテーブルとして使用されることを

想定して,表2に掲げるように大別して梗概的性質,熱的性質,耐

腐食性および耐汚損性について性能比較を行なうことにした｡各試

験項目が持つ意義は次のとおりである｡
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(1)機械的性質

機械｢t勺性質として6項目の試験項目を取i)あげじう;,エリクセ

ン試験,クロスカットユリクセン試験および折i)曲げ試験の3項

削ま主として試料の加工性を評価するための項目である｡これこ

対して鉛筆かたさ試験,デュボン式落球衝撃試験およびテーノミ一

式摩耗試験の3項削ま,実際の使用中に起こるひっかき,衝撃,

幣擦などによる被覆層のきず付きやすさ,ハク離しJ･Pすさ,摩滅

しJPすさなどの性能を知るための項目である｡

(､2)熱 的 性 員

プラスチック被覆鋼板の構造は大部分が鋼板に熱可塑性のプラ

スチックを被覆したものである｡熱可塑性プラスチックは加熱ニ

ュって軟化し干す･∴この性質が加工時に大きな利点となる反面,

実用耐熱温度を引き下げるという欠ノエとなる｡またプラスチック

被覆鋼板を加熱すると複料が変質して被綻の変色を生じたりする

危険性が単色の塗装鋼板よりも高く,さらにプラスチック被覆鋼

板では接着剤中の溶剤が気化して被覆層にブリスターを生じたり

するおそ々tもある二

冷蔵庫の外装の一部であるトップテ∵ブルを考えると,このテ

ーブルの上では電気がま,電気コソロ,電気ロースター,電気湯わ

かし器その他の電熱器具類が常用されると見なけjいまならない｡

Lたがってテーブル用の材料としては電熱器具煩からの熱の影響

あるいほ調軌品のふきこぼれなどに対して十分耐えるものが必要

である二.トップテーブル以外の扉や外箱などでもふきこぼれなど

の影響をうけることば十分考えられるので,ここれらの外装材でも

耐熱性のよいものが望まれる｡

以上のような観点から熱的性質の試験項目とLては表2のよう

;こ4項目を取りあげた:｡加熱外観変化試験は熱影響の見で被覆層

に外観の変化の生ずる限界温度が各試料でいかに異なるかという

ことを比較しようとL-たものであり,耐熱荷重性試験は上記の電

熱器具類に調理品の垂克が加わり,しかも調理中の熱影響も同時

に作用する場合を考落して,熱と荷重の両者が同時に加わった場

合の被覆の耐性を評価しようとした試験項目である｡沸水試験は

ふきこぼれを想定した試験である｡冷熱試験は電熱器具類の使用

時に生ずる急熱急冷に対する耐性ならびに長期間の気温の変化の

こり返しによって生ずる被覆劣化を短期間のうちこ促進させると

いう両者の意義を持った試験項目である｡

ス チ ､ソ ク 被 覆 鋼 板 の 物 性 911

(3‾)耐 陶 食 性

鋼板に塗装ヤプラスチック終電を施すということの第一-･の削り

はさびの発生を防.し卜することにあるコ耐腐食性試験の項ilとして

はピンホール試鮫,食塩水試験および塩水噴霧試験を行なうこと

にLた｡

(4)耐 汚 損 性

冷技師の絹途から考えて外装といえども各種の食ん■-が接触する

機会は非常に多いとみなければならない〕そこで献′り損試験の項

目のF一日にまず食品試験の項目を取りあげることにしたし〕

実用上の汚損l当千として次に考えられるのは汚れ蒲としのたゝう

に各種の溶剤や洗剤煩が使われる可能性があるということで,そ

のような場合を想定して耐溶剤性および耐洗剤性試験も耐汚損性

試験の項目の中に含めた｡

--▼一句生家庭において酸や塩基が捷わjLる可能性は非常に少ない

が,化学研究室やその他の薬品を扱う顧客が薬品の低温貯蔵用と

して冷蔵庫を用いる場合もあるので,無機(酸,塩基)性試験の項

目も取りあげることにした｡

3.2 試 験 方;去

試験力法とLてはJIS規格に規定のあるものは棒力その力法に準

拠するようにし その他のものは筆者らカ;適当と思う方法を手宋用し

たニ.以下各試験法の概要を列記するっ

(1)鉛筆かたさ試験

鉛筆の先端を被覆面に45度の角蜜で押し付けてこすり,被覆

にきずのつかない黄高のかたさをその被覆の鉛筆かたさとした｡

(2)エリクセソ試験

JISB7777に規定されるここブタセン試験方法により,披在屑こ

欠陥が現われるまでの押出量を求めた｡

(31クロスカットエリクセン試験

JISK6744(塩化ビニル樹脂金属積層板)に規定される方法にこ

り,クロスカット中心部を6ⅠⅥm押し出したときにニトずる被寺宝層

のハク離の有無を観察した｡

(4)折り曲げ試験

JISK6744に基づいて90喪曲げおよび180度密着曲げを什士

い,折り曲げに対する被覆層のき裂,ハク離の有無を肉眼観察

したご

(5)デュホン式落球衝撃試験

デュポン式落球衝撃試験機を用い,湛i求として′シ妄inのブ求を蛙

用した場合に,被覆層にき裂やハク離が生ずる衝撃エネルギーを

諌ムうた.ノ

(6)テーパー式摩耗試験

テー/ミ一式摩耗試験故を用い,準托輪CSⅦ10.荷重1,000gし7)

条件で試験し,素地鋼板カニ請出するまでの撃耗回数と,プラスチ

ック被覆鋼板こついてほさらこ柄カニ消滅しはじめるまでの摩耗回

数を]三めたこ な,お以上のほかこ膜厚乃影響を考思し,被覆層そしブ)

も刀の耐摩終性を表わすものとLて次式に示す嘩純指数も求

めた=

季醐旨教=-一粒二些Lxl,000
月

++トー.

tIl:試験前の市量(mg)

1l′1:試験綾の重量(mg)

ガ:牽 耗 回 数

(7)加熱外観変化試験

130､170℃まての温度条件についてそれぞれ1時間の大友こ中

加熱試験を行ない,被覆層の外観変化を調べた｡
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()の説明なきものほそれぞれの押出量で鋼板にき裂を生じたものである｡

鋼板がき裂するまでの押出塁が異なるのほ銘柄がそれぞれ異なるためである｡

(8)耐熱荷重性試験

図lに示した試験法により20～160℃までの温度条件において

被覆層が破れる荷重を求めた｡

(9)沸 水 試 験

JISK6744に基づいて試験什を沸水中に60分間浸潰したのち,

水冷してその外観変化を観察した｡

(10)冷 熱 試 験

80℃の温水およぴn℃の水中に試料を5分ずつ交互に各20回

浸潰したのち,外観変化とクロスカットエリクセン試験による密

着性の低下を調べた｡

(11)ピンホール試験

0･2%食塩水の電気分解(12V,30秒)によって生ずるフェノー

ルフタレンの発色数によってピソホール数を求めた｡

(12)食塩水試験

JISK6744に基づいて3%食塩水中に100時間(30℃)浸漬した

のち,さびの有無を観察した｡

(13)塩水唄茶試験

JISZ2371(塩水囁寄試験方法)に基づいて240時間試験したの

ちの発錆(しょう)状況を観察した｡

(14)耐食品汚染性

供払拭料を各食品q-一に宅温で16時間浸漬し,水洗したのちに

汚染状態を観察した｡豚肉および玉ねぎの2品目についてはこれ

が腐敗すると硫化水素ガスを発生する可能性があるので,年与に試

験時間を240時間に延壬主した｡硫化水素を試験品目に加えたのは

食品｢卜には上記のように腐敗して硫化水素を発生するものがあ

り,この硫化水素ほプラスチック被覆鋼板の被覆に含まれる顔料

や安辻剤などを非常に変色させやすいからである｡硫化水素につ

いてほ試験時間を5柑一口とした｡なお事務用インキ,マーキロク

ロムおよびくつ墨ほ食i一打-でほないが家庭でよく使われ,しかもこ

れらの物質の盾染性ほ非常に戯いのでこの試験も行なうことに

Lた｡

(15)耐i字亭剤性および耐洗剤性試験

外与､とに溶剤や洗剤カイ､J-前したまま放置される場合と,溶剤や洗

剤によ一∨ぅてぬぐわれる場合を狙促して,前者についてほ常温24

1l､州の音如純子ナな√一､たのち去耐の汚損状態を観察し,後者につい

ては被徽而を試験液でぬらLたさらしでくり返し50回こすりそ

し)‾)ときの被覆層の拍手削ノこ態を祝賀ミするということおりの方法を用

いた′､

(16)耐無機(■願,鮎拭‥吐

JISK6744iこi■1fミじ,ふ鳩糾-を各試験液中に常温で5時間浸漬し

たのち水洗Lてヨ三伯iの射ヒを観察した｡

4･試験結果および茸察

4･l轢械的性質

機械的性質の試験結果を一括して表3に掲げた｡以下各試験項目

について明らかとなったおもな事柄を述べる｡

ム1.1鉛筆かた さ

(1)供試試料の中ではガラス質のホウロウがかたく,この被覆

には通常の使用条件でひっかききずがつかない()

(2)α1,α2および∂1の鉛筆かたさはF-2Iiでアクリル塗装鋼

板に†咋敵する被膜かたさを示した｡この種の鋼板は一種の

塗装鋼板であるために比較的かたい被膜が得られるものと

考える｡

(3)ロール圧着法の塩化ビニル被覆鋼板ではα3が6B以下,∂2

がB,ClがFとその鉛筆かたさほ各銘柄によって著しく異

なる｡市販の塩化ビニルフイルムには軟質,半硬質および

硬質の3種のものがある｡したがって供試塩化ビニル被覆

鋼板の被膜かたさに大きな差の生じた原因は使用している

フイルムの種類が異なるためであると考えられる｡

(4)ポリカーボネートフイルムをはり合わせたど2は鉛筆かた

さがBであった.｡

4.】.2 絞り性および密着性

エリクセソ試験では∂1,アクリル塗装鋼板およびホウロウ鋼板

ではいずれも5mm以下でハク離あるいほき裂を生じこれらの

材料は絞り加工には不適であることがわかった｡これらの鋼板以

外の供試品では鋼板が破断するまで絞り可能であった｡またクロ

スカットェリクセソ試験ではアクリル塗装鋼板のみ密着性が悪か

ったが,他のプラスチック被覆鋼板ほすべて良好であった｡
4.l.3 折 り 曲げ性

∂1,アクリル塗装鋼板およびホウロウ銅材よ曲げ加工には適さ

ないことがわかった｡プラスチック被鐙鋼板を使用する場合切断

面を外部に露出させないようにするため,端面を180度折り山げ

ることがあるが,このような場合にほα2も使用することほでき

ない｡

4.1.4 耐 衝 撃 性

アクリル塗装鋼板およぴホウロウ銅板ほ耐衝撃性に乏しく,い

ずれも10kg-Cm以下でハク離あるいほき製を生じたが,その他

の供試品ほいずれも50kg-C111以上の衝撃iこ耐え,現在使用され

ているアクリル塗装鋼板よりもはるかにすく､､れた耐衝撃性を有す

ることがわかった｡

αま,α2および∂1などの印刷韓装鋼板がアクリル塗装銅板に比

べて若しくすくヾれた耐衝撃性を示した原凶は,エリクセソ試験や
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図2 加熱温度と鋼球による通電荷重との関係

曲げ試験でも明らかなように,前者のほうが被膜のたわみ性が良

好なためで,使用する塗料や焼付温度などの違いによるものと推

定される｡

4.l.5 耐柄消滅性および耐摩耗性

(1)耐柄消滅性ほ被覆層の構造によって異なり,表面に柄印刷

をしたα1,α2およびα3が最も速く柄の消滅を起こす｡透

明シートの裏面に印刷を施LたClおよびc2は非常に耐柄

消滅性がすぐれている｡印刷層に透明なトップコートを施

した∂】および∂2の耐柄汀∃減性ほ表面印刷のままのものよ

りほ良いが真田i印刷のものと比べるとかなり劣る｡

(2)被鐙材の耐摩耗性については,アクリル塗装鋼板よりも耐

摩耗性の劣るのほα2のみでそのはかほいずj･Lもすぐれ,

Fいでもホウロウ鋼板とc2が優秀である｡

(3)耐摩耗性は被膜かたさの高いもののほうがすぐれると常識

的に考えられているが,本実験結果によればこのような考

え方ほプラスチック被覆鋼板の場合には当てく･ままらないこ

とがわかった｡

(4こ)耐柄消滅性および耐摩耗性を総合するとプラスチック被覆

鋼板の中ではCヱが最もすぐれた材料であるといえる｡

4.2 熱 白勺 性 質

4.2.1加熱外観変化および耐熱荷重性

無負荷状態の加熱では170℃でClおよびc2に哉変が認められ

たが150℃以下の温度ではいずれの試料にも外観変化は認められ

なかった｡しかしながら耐熱荷身性試験においてほ図2に示すよ

うに,被覆層の耐熱度の差が顕著に現われた｡

耐熱荷重性試験によって明らかとなったおもな事柄は下記のと

おりである｡

(1)α3が最も耐熱性が悪く,この被覆は80℃以■Fの温度でも

著しい軟化を示す｡おそらくこの材料にほ半硬質または軟

‡守の塩化ビニルフイルムを使用しているものと思われる｡

(2)∂2およぴclでは被覆層が著しく軟化を示す温度は80℃以

上である｡〕塩化ビニルの持つ軟化温度から考えてこの両者

は硬質のフイルムを使用しているものと考えられる｡した

がって塩化ビニルをはり合わせた被覆鋼板の耐熱荷蚕性と

しては80℃が限度であろうと考えられる｡

(3)塩化ビニルよりも耐熱性の良いポリカーボネートをはり合

わせたC2は予期したとおり,かなりすく､､れた耐熱荷重性

を示し,120℃まで軟化しないことがわかった｡

(4)塗望左方式のα1,α2および∂1ははり合わせの被覆鋼板より

も耐熱荷重性にすぐれ,〟1およびβ2で100℃まで,み1て

913

は140℃まで軟化を起こさない｡

(5)アクリル塗装鋼板はホウロウ鋼板を除くとはかのいずれの

プラスチック被怒鋼板よりも耐熱荷車性がすぐれているこ

とがわかった｡

なおホウロウはガラス貿で辿に鋼球を傷つけてしまう心

配があったので本実験の対象から除外したが,アクリル塗

装鋼板よりもさらにすぐれた耐熱荷重性を持つことは疑い

ない｡

4.2.2 耐 沸 水 性

Clのみに乳白色の還りが発生したが,そのはかの供試品にほ変

化が認められなかった｡

硬質塩化ビニルフイルムほ吸水した場合に乳白色の去りを生ず

るといわれており(2),Clは透明の硬質塩化ビニルフイルムを使用

していると考えられる｡∂2に去りの現象が認められなかった理由

ははり合わせたフイルムの上に印刷を施し,その上にさらに沖い

トップコートを施してあるためと考えられる｡したがってこの出

りの現象ほ表面層に透明でしかも厚い硬質塩化ビニルフイルムを

露出させなければ避けられると思われる｡

4.2.3 耐 冷 熱 性

Clが沸水試験と同じく乳白色の曇りを生じたが,そのほかの試

料でほ外観変化および締着性の低下は全く認められなかった｡

4.3 耐 腐 食 性

4.3.】 ピ ン ホ
ー

ル

シート圧着法によるプラスチック被挺鋼板にはピンホールが認

められなかったカ＼印刷塗装方式の被松鋼板α1,α2および∂1には

いずれもピンホールが認められた｡特にトップコートなしのα1

およびα2は著しくピンホールの多いものであることが判明し∴た｡

4.3.2 耐腐食塩水性および耐塩水噴霧性

耐腐食塩水試験において吼,α2および如こブリスターが認めら

れ,塩水呼モ霧試験においてはα三のみにブリスターが認められた｡

そのはかの供試品にはいずれの試験においても異状は認められな

かった｡

印刷塗装方式によって造られる被鮎鋼板は前述のようにピンrト

ールができやすく,このピンホール部からの腐食妓の侵透によっ

てブリスターや点錆を生ずる可能性があり,耐腐食性はアクリル

塗装鋼板よりもむしろ劣るものと考えなければならない｡食塩水

試験ではいずれの印刷塗装鋼板にもプリスターが発生L.たのに,

塩水噴霧試験で意外にすぐれた耐腐食性を示したのほ,これらの

材料ほいずれも下地処理として電気亜釘メッキが施されている

ためで,亜鉛の電気化学的防腐食作用のために赤さびとなっては

現われなかったものと考えられる｡

4.4 耐 汚 損 性

4.4.1耐 食 品 性

試験結果ほ表4に掲げたとおりであり,硫化水素による変色以

外で水洗ヤアルコール洗糾こよって取れない汚染が残る組合せは

なかった｡豚礼 コ三ねぎおよび硫化水素などの硫化水素ガスによ

る変色を対象にした試験ではα2,α3,∂1およびclがわずかなか

ら変色するという結果になり,安定剤や顔料の種突如こよっては硫

化水素ガスによる変色を生ずるということが確認された｡ホウロ

ウ鋼板,アクリル塗装鋼似,α1,∂2およびc2はすぐれた耐硫化水

素性を示した｡

4.4.2 耐溶剤性および耐洗剤性

溶剤浸漬試験および溶剤による摩擦試験の二つの試験を試みた

が,後者のほうが被滋層に及ぼす影響が過ピ浩であることが明らか

となった｡表5ほ摩擦試験の紡巣を示したものである｡

本試験によって明らかとなった事柄ほ下記のとおりである一丁
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(1)塗料二㌻ゴよび接着剤などの溶剤として使われるケトン

額,芳香族煩およびエステル額は溶解力が非常に強く,

ホウロウ鋼板および∂1を除いてはいずれも塗隠また

は柄が侵される｡

(2)アルコール煩の場合は表面印刷のα2が柄の椚減を起

こし,アクリル塗装鋼板が槌(たい)色を起こしたが,

その他のものには影響がみられなかった｡

(3)石油煩は沸点の差によって揮発油(ガソリン,石油ベ

ンジンなど),灯油(ケロシン),軽軌 重油(各種潤

滑油を分溜する原料となる)iこ分けられる｡本試験の

結果によると最も沸点の低い石油ベンジンによって

α2およぴアクリル塗装鋼板が柄のi門滅または石墨色を

起こしたが,沸ノ克の高いケロシンやタービン油でほい

ずれの供試プラスチック被覆鋼板にも汚損がみられ

ず,製かん作業などの際に機械油を付着させたとして

も汚損を起こす心配ほないことがわかった｡

(4)家庭用の洗剤類を付着させたり,またはそれでこすっ

たりした程度ではいずれの供試品も汚損する危険性は

ないが,ピカールの場合は研摩剤がはいっているため

にこれで摩擦すると表面印刷のα1,α2および

α3では柄の消滅を起こすことがわかった｡

4･4.3 耐無機(酸,塩基)性

塩酸,硫酸,水酸化ナトリウムおよびア/モニアの

各10%`水溶液について試験した｡その結果α2および

∂1にのみ塩酸でブリスターが発生したが,そのほかの

試験片ではまったく異状が認められなかった｡.α2お

よび∂1の印刷塗装鋼板にブリスターーが発生したのほ,

さきの耐腐食試験の項で述べたようにこれらの材料が

かなりピンホールをもっていることに起附するもので

ほないかと考えられる｡

5･実験結果の総合的評価

以上各供試被綻鋼板の表面被覆についてその機械的性

質,勲的性質,耐腐食性ならびに耐汚損性に関する試験

結果を述べたが,最後にこれらの総合的評価を試みるこ

とにする｡評価にあたっては冷蔵庫のトップテーブルお

よび外装の仕上塗装としてすでに数年の使用実績のある

7クリル塗装鋼板を基準にした｡

評価結果を一覧表にまとめると表占のようになるご
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わずか変色したもの｡

100ccの熱湯中に茶さじ1杯の紅茶を入れ,放冷緯ろ過して試験液とした｡

1%水溶液

飽和ガス中に暴露した｡

蓑5 溶剤および洗剤による摩擦試験結果
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d.緯 口

電気冷蔵侍外装としての適応性を各種のプラスチック被喧鋼

板について論じたれそれらを要約すると下記のとおりである｡

(1)塩化ビニルコート面に印刷したもの(α1)ほかたさ,被

綻密着性,仰げ加工性がすぐれているが,耐柄消滅性,

耐熱荷貢性,耐腐食性が劣る｡

(2)アクリルコート面に印刷したもの(αヱ)はかたさ,被子生

密着性,耐衝撃性がすぐれているが,密着曲げ,耐柄

消滅性,耐摩耗性,耐熱荷重性,耐腐食性,耐汚損性

が劣る｡

(3)塩化ビニルフイルム面に印刷したもの(α3)は加工性,

耐腐食性がすぐれているが,かたさが低く,耐柄消滅

性も劣る｡

(4)アクリルコート面に印刷し,さらにアクリルをトップ

コートしたもの(∂.)はかたさが最もすぐれ,被覆密着

性,耐衝撃性,耐柄消滅性,耐熱性,耐溶剤性もすく､､

表6 表面被汚鋼板の物性評価一覧表
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(注)

耐柄消滅性ほ無柄のアクリル塗装鋼板を比較基準とすることができないのでαhα2

などの表面印刷のものの柄消滅性を基準にして他のものの評価を行なった｡

推定評価

アクリル塗装鋼板の物性を基準としてそれよりもすく小れるもの擾,同等のもの良,劣

るもの可とした‥

-44-



電気冷蔵庫外装用プラスチック被覆鋼板の物性
915

れているが,榔ザ加工性,耐食品性が劣る｡

(5)塩化ビニルフイルム面に印刷し,さらに塩化ビニルのトッ

プコートをしたもの(∂2)は供試品中最もバランスのとれた

物性をもつ材料である｡LかL耐熱荷重性がアクリル塗装

鋼板よりも劣る｡

(6)塩化ビニルフイルムの裏面に印刷したもの(cl)は憤械的性

質が供試プラスチック被覆鋼板中最もすぐれているが,高

温多掃の条件でほ曇りを生ずる｡

(7)ポリカーポネートフィルムの裏面に印刷したもの(c2)は榛

械的性質,耐熱性,耐腐食性がすぐれているが,かたさが

低い｡

頭 廷

特許弟473892号(特公昭40-13328号)

(8)かフロウ鋼板ほかたさ,耐摩耗性,耐熱性,耐汚損性がす

ぐれているが,絞り加工性,密着性,耐衝撃性が劣る｡ま

た柄ものが造りにくい｡

以上のように各種プラスチック被覆鋼板はそれぞれ長所欠点を有

しているので,それらを熟知して選定を行なえば冷蔵庫などの外装

材として意匠的にも性能的にも満足し得る品種を選定することが可

能である｡

(1)

(2)
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荒井ほか2名:横根工業のための繊維,高分子材料230

(昭32-6,共立出版)

句専 許 の 紹 介 頚
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負荷時 タ ッ プ切換装置用切換開閉器

変圧器油槽に内蔵される抵抗式免荷時タップ切換装置において

は,切換開閉器の抵抗接点群および主接点などを絶縁筒内に糾見込

んでいる｡そしてこれらの接点は変口三器タップの切換操作のつど負

如動転

椎紬筒本休

達郎那絶練筒
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抵抗可動接点群

主可動接点
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0

始

荷電流の一部を遮断することになるため,長期間の運転によって消

耗する｡そのために所定の運転期間をへたのちに,切換開閉器を変

圧器油槽から抜き出して点検および補修する必要がある○

しかしながら上述のように,切換開閉器ほ絶縁筒内に収容されて

いるために,接点の点検および補修を行なうことが不便であり,特

に接点の交換作業には相当の熟練を必要とする｡

この発明は,内周面に主固定接ノーご烹と抵抗固定接点とを取り付けた

遮断部絶縁筒を,三相の各相ごとに区分し,点検に際しては,ニれ

らの絶縁筒を各相ごとに絶縁筒本体から取りはずし,同定接点部分

の点検および補修を行なうようにし,さらに主可動接点および抵抗

可動接点群は,遮断部絶縁筒を取りはずした空所から点検および補

修するようにしたものである｡

この発明によれば,主接点および抵抗接点群は各相ごとに個別に

点検することができるため,従来のように遮断部を絶緒筒の外部に

抜き出す必要がなく,点検および接点部分の補修などに要する時間

を大幅に短縮できる利点がある｡ (須田)
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